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1.　　20年5月期第1四半期の業績（平成19年6月1日～平成19年8月31日）

(1) 経営成績 (％表示は対前年同四半期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　20年5月期第1四半期 182 △5.1 △17 △270.9 △21 △210.1 △11 △204.5
　19年5月期第1四半期 191 84.6 10 9.4 19 269.0 11 742.3

　19年5月期 838 　 30 　 50 　 28 　
　

　
１株当たり

四半期(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期(当期)純利益
　 円 銭 円 銭

　20年5月期第1四半期 △2,204 26 － －
　19年5月期第1四半期 2,110 26 2,099 45

　19年5月期 5,448 57 5,420 66

　

(2) 財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

　20年5月期第1四半期 752 234 31.1 44,629 36

　19年5月期第1四半期 399 228 57.2 43,495 32

　19年5月期 829 245 29.6 46,833 63

　

(3) キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

　20年5月期第1四半期 △319 △17 251 65
　19年5月期第1四半期 2 △21 △2 58

　19年5月期 △3 △37 107 147

　

2.　配当の状況

　 1株当たり配当金

(基準日) 中間期末 期末 年間

　 円 銭 円 銭 円 銭

19年5月期 0 00 0 00 0 00

20年5月期 ― ― ― ― ― ―

20年5月期(予想) ― ― ― ― ― ―

　

3.　20年5月期の業績予想（平成19年6月1日～平成20年5月31日）

　 (％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 604 60.6 20 △9.1 25 △28.6 13 △35.0 2,478 55

通　期 1,172 39.9 62 106.7 71 42.0 37 32.1 7,054 34
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4.　その他

(1) 四半期財務諸表の作成基準　　　　　　　　　　　　　　：　中間財務諸表作成基準

(2) 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無　　    ：　無

〔(注)　詳細は、　ページ「会計処理方法の変更」をご覧ください。〕

(3) 会計監査人の関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　有

四半期財務諸表については、福岡証券取引所の「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関す

る規則の取扱い」の別添に定められている「四半期財務諸表に対する意見表明に係る基準」に基づく意見

表明のための手続きを受けております。

　

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

  上記の予想は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、さまざまな要因によって、予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は「【定性的

情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。
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【定性的情報・財務諸表等】

１. 経営成績に関する定性的情報

当第１四半期におけるわが国経済は、引き続き堅調な企業業績を背景とし雇用情勢の改善及び個人消費

の増加等、概ね安定的に推移しておりますが、原油価格の高騰による原材料高や米国のサブプライムロー

ン問題による世界的な金融不安といった新たな不安材料も増えてきました。

　このような状況下、当社は、建造物リフォーム市場でのホームメイキャップ工法の市場浸透活動、新築

市場での新たなるライフスタイル提案を図るセキュメゾン（集合住宅）の販売活動を積極的に推進致しま

した。

　また、公共工事分野への参入を図るための「耐震・はく落防災コーティング」の研究開発活動を計画的

に推進し、今後の公的認定登録を意図しております。

　これらのことにより、完成工事売上高は、天候等における工期のズレによる影響を受けたにも係わらず

145,618千円となりました。不動産売上高（セキュメゾン）は、25,565千円と予定通りの販売進捗となっ

ておりますが、引渡しの時期が大半において第２四半期以降に集中しているため、当第１四半期の売上と

してはほとんど実現しておりません。また、その他の売上高が10,990千円となり、総売上高は、182,173

千円（前年同期比△5.1％）となりました。

　利益につきましては、通期の計画に比べて第１四半期の売上高のウェイトが低く、相対的に固定費割合

が高くなっており、また、施工における外注工事の増加や第１四半期に発生しているセキュメゾン販売に

おける広告宣伝費・新卒採用社員7名の人件費負担等により、営業損失17,315千円、経常損失21,881千円、

第１四半期損失は11,561千円となりました。

　

２．財政状態に関する定性的情報

当第１四半期会計期間末における総資産は752,348千円となり、前第１四半期と比較し、353,290千円の

増加となりました。

　その主な内容は、販売用不動産（セキュメゾン）及び原材料等におけるたな卸資産441,770千円の計上

や、社債100,000千円の発行、金融機関からの借入金180,000千円等によるものであります。

　また、キャッシュ・フローにおける現金及び現金同等物（以下資金という。）は、営業活動に使用した

資金319,504千円、投資活動に使用した資金17,290千円、財務活動により得られた資金251,079千円によ

り、65,095千円となりました。

　当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において営業活動の結果、使用した資金は319,504千円となりました。これは、主に税引

前四半期純損失18,405千円を計上したことのほか、たな卸資産の減少額19,951千円、仕入債務の減少額

313,228千円、法人税等の支払額9,454千円等の発生によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において投資活動の結果、使用した資金は17,290千円となりました。これは、主に、長期

前払費用の支払による支出13,927千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において財務活動の結果、得られた資金は251,079千円となりました。これは、主に、短

期及び長期借入金の借入による収入260,000千円、社債の発行による収入98,090千円、短期及び長期借入

金の返済による支出107,011千円によるものであります。
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３．業績予想に関する定性的情報

当第１四半期の業績につきましては、前年同第１四半期に比べ下回っておりますが、今後、ホームメイ

キャップ工法による大型工事の施工予定物件や一般新築工事の案件増加、セキュメゾンの販売強化等によ

り、計画した業績は確保可能な状況です。

　よって、現時点での中間期及び通期の業績は、平成19年7月13日に発表いたしました業績予想と変更は

ございません。
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４ 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

　

　 　 前第1四半期会計期間末 当第1四半期会計期間末
前事業年度

要約貸借対照表

　 　 (平成18年8月31日) (平成19年8月31日) (平成19年5月31日)

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 ※2 73,846 　 　 80,105 　 　 162,652 　 　

　２　受取手形 　 13,742 　 　 25,932 　 　 21,507 　 　

　３　完成工事未収入金 　 88,972 　 　 96,936 　 　 97,869 　 　

　４　売掛金 　 705 　 　 3,168 　 　 2,366 　 　

　５　たな卸資産 ※3 72,621 　 　 441,770 　 　 461,721 　 　

　６　その他 　 23,662 　 　 57,518 　 　 50,880 　 　

　７　貸倒引当金 　 △2,418 　 　 △4,231 　 　 △4,089 　 　

　　　流動資産合計 　 　 271,132 68.0 　 701,200 93.2 　 792,910 95.6

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 ※1 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 機械装置 　 4,178 　 　 3,488 　 　 3,686 　 　

　　(2) 車輛運搬具 　 379 　 　 103 　 　 108 　 　

　　(3) 土地 ※2,3 85,913 　 　 ― 　 　 ― 　 　

　 （4）建設仮勘定 ※3 18,432 　 　 ― 　 　 ― 　 　

　　(5) その他 　 5,978 　 　 4,508 　 　 5,016 　 　

　　　有形固定資産合計 　 　 114,880 　 　 8,100 　 　 8,811 　

　２　無形固定資産 　 　 166 　 　 126 　 　 136 　

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 　 ― 　 　 12,000 　 　 12,000 　 　

　　(2) 長期前払費用 　 2,284 　 　 17,661 　 　 2,712 　 　

 　（3）保険積立金 　 7,289 　 　 8,723 　 　 8,365 　 　

    (4) 敷金保証金 　 3,059 　 　 3,721 　 　 3,716 　 　

　　(4) その他 　 244 　 　 812 　 　 656 　 　

　　　投資その他の資産

　　　合計
　 　 12,878 　 　 42,919 　 　 27,450 　

　　　固定資産合計 　 　 127,926 32.0 　 51,147 6.8 　 36,398 4.4

　　　資産合計 　 　 399,058 100.0 　 752,348 100.0 　 829,308 100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

― 5 ―



　
　 　 前第1四半期会計期間末 当第1四半期会計期間末

前事業年度

要約貸借対照表

　 　 (平成18年8月31日) (平成19年8月31日) (平成19年5月31日)

区分
注記

番号
金額(百万円)

構成比

(％)
金額(百万円)

構成比

(％)
金額(百万円)

構成比

(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　工事未払金 　 25,582 　 　 25,414 　 　 33,701 　 　

　２　買掛金 　 12,853 　 　 13,396 　 　 318,337 　 　

　３　短期借入金 　 ― 　 　 137,000 　 　 57,000 　 　

　４　一年内返済予定

　　　長期借入金
※2 78,004 　 　 60,772 　 　 31,898 　 　

　５  未払金 　 20,773 　 　 6,757 　 　 6,377 　 　

　６　その他 ※4 17,730 　 　 16,397 　 　 21,935 　 　

　　　流動負債合計 　 　 154,943 38.8 　 259,737 34.5 　 469,251 56.6

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　社債 　 ― 　 　 100,000 　 　 ― 　 　

　２　長期借入金 ※2 11,982 　 　 154,530 　 　 110,415 　 　

　３　預り保証金 　 4,000 　 　 4,000 　 　 4,000 　 　

　　　固定負債合計 　 　 15,982 4.0 　 258,530 34.3 　 114,415 13.8

　　　負債合計 　 　 170,925 42.8 　 518,267 68.8 　 583,666 70.4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 110,665 27.7 　 110,665 14.7 　 110,665 13.3

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　  資本準備金 　 91,295 　 　 91,295 　 　 91,295 　 　

　　　　資本剰余金合計 　 　 91,295 22.9 　 91,295 12.1 　 91,295 11.0

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　  その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　繰越利益剰余金 　 26,172 　 　 32,121 　 　 43,682 　 　

　　　　利益剰余金合計 　 　 26,172 6.6 　 32,121 4.3 　 43,682 5.3

　　　株主資本合計 　 　 228,132 57.2 　 234,081 31.1 　 245,642 29.6

　　　純資産合計 　 　 228,132 57.2 　 234,081 31.1 　 245,642 29.6

　　　負債純資産合計 　 　 399,058 100.0 　 752,348 100.0 　 829,308 100.0
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(2) 四半期損益計算書

　

　 　

前第1四半期会計期間

(自　平成18年6月 1日 

 至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間

(自　平成19年6月 1日 

 至　平成19年8月31日)

前事業年度

要約損益計算書

(自　平成18年6月 1日 

 至　平成19年5月31日)

区分
注記

番号
金額(百万円)

百分比

(％)
金額(百万円)

百分比

(％)
金額(百万円)

百分比

(％)

Ⅰ　売上高 　 　 191,912 100.0 　 182,173 100.0 　 838,948 100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 140,130 73.0 　 148,670 81.6 　 625,471 74.5

　　　売上総利益 　 　 51,781 27.0 　 33,502 18.4 　 213,477 25.5

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 41,647 21.7 　 50,817 27.8 　 182,825 21.8

　　　営業利益 　 　 10,134 5.3 　 △17,315 △9.5 　 30,651 3.7

Ⅳ　営業外収益 ※１ 　 10,253 5.3 　 5,037 2.7 　 24,570 2.9

Ⅴ　営業外費用 ※２ 　 510 0.2 　 9,603 5.2 　 5,136 0.6

　　　経常利益 　 　 19,877 10.4 　 △21,881 △12.0 　 50,085 6.0

Ⅵ　特別利益 ※３ 　 ― 　 　 3,476 1.9 　 ― 　

Ⅶ　特別損失 ※４ 　 390 0.2 　 ― 　 　 533 0.1

　　　税引前四半期(当期)

　　　純利益
　 　 19,486 10.2 　 △18,405 △10.1 　 49,552 5.9

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 7,639 　 　 227 　 　 21,296 　 　

　　　法人税等調整額 　 778 8,418 4.4 △7,070 △6,843 △3.8 △321 20,974 2.5

　　　四半期(当期)純利益 　 　 11,068 5.8 　 △11,561 △6.3 　 28,577 3.4
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(3) 四半期株主資本等変動計算書

前第1四半期会計期間(自　平成18年6月1日　至　平成18年8月31日)

　

　

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年5月31日残高(千円) 110,665 91,295 91,295

第1四半期会計期間中の変動額 　 　 　

　四半期純利益 　 　 　

第1四半期会計期間中の変動額合計(千円) ― ― ―

平成18年8月31日残高(千円) 110,665 91,295 91,295

　

　

株主資本

株主資本合計 純資産合計
利益剰余金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成18年5月31日残高(千円) 15,104 15,104 217,064 217,064

第1四半期会計期間中の変動額 　 　 　 　

　四半期純利益 11,068 11,068 11,068 11,068

第1四半期会計期間中の変動額合計(千円) 11,068 11,068 11,068 11,068

平成18年8月31日残高(千円) 26,172 26,172 228,132 228,132

　

　

当第1四半期会計期間(自　平成19年6月1日　至　平成19年8月31日)

　

　

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成19年5月31日残高(千円) 110,665 91,295 91,295

第1四半期会計期間中の変動額 　 　 　

　四半期純利益 　 　 　

第1四半期会計期間中の変動額合計(千円) ― ― ―

平成19年8月31日残高(千円) 110,665 91,295 91,295

　

　

株主資本

株主資本合計 純資産合計
利益剰余金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成19年5月31日残高(千円) 43,682 43,682 245,642 245,642

第1四半期会計期間中の変動額 　 　 　 　

　四半期純利益 △11,561 △11,561 △11,561 △11,561

第1四半期会計期間中の変動額合計(千円) △11,561 △11,561 △11,561 △11,561

平成19年8月31日残高(千円) 32,121 32,121 234,081 234,081
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前事業年度(自　平成18年6月1日　至　平成19年5月31日)

　

　

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年5月31日残高(千円) 110,665 91,295 91,295

事業年度中の変動額 　 　 　

　当期純利益 　 　 　

事業年度中の変動額合計(千円) ― ― ―

平成19年5月31日残高(千円) 110,665 91,295 91,295

　

　

株主資本

株主資本合計 純資産合計
利益剰余金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成18年5月31日残高(千円) 15,104 15,104 217,064 217,064

事業年度中の変動額 　 　 　 　

　当期純利益 28,577 28,577 28,577 28,577

事業年度中の変動額合計(千円) 28,577 28,577 28,577 28,577

平成19年5月31日残高(千円) 43,682 43,682 245,642 245,642
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(4) 四半期キャッシュ・フロー計算書

　

　 　 前第1四半期会計期間 当第1四半期会計期間

前事業年度の

要約キャッシュ・

フロー計算書

　 　
(自　平成18年6月 1日 

 至　平成18年8月31日)

(自　平成19年6月 1日 

 至　平成19年8月31日)

 (自　平成18年6月 1日 

  至　平成19年5月31日)

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　１　税引前四半期(当期)純利益

　　　（△は純損失）
　 19,486 △18,405 49,552

　２　減価償却費 　 909 1,417 4,700

　３　貸倒引当金の増加額

　　 （△は減少）
　 82 141 1,753

　４　受取利息及び受取配当金 　 △3 △113 △241

　５　支払利息及び社債利息 　 451 1,801 3,830

　６　社債発行費 　 ― 1,909 ―

　７　為替差損 　 △950 △3,168 △1,213

　８　固定資産除却損 　 390 ― 533

　９　売上債権の増加額 　 △4,517 △4,294 △22,841

　10　たな卸資産の減少額

　　　（△は増加）
　 18,131 19,951 △281,399

　11　前払費用の減少額（△は増加） 　 668 △3,675 △323

　12　未収消費税等の増加額 　 ― ― △11,868

　13　長期前払費用の減少額

　　　（△は増加）
　 130 △1,022 △558

　14　その他流動資産の減少額

　　　（△は増加）
　 △6,130 5,492 △6,974

　15　仕入債務の増加額（△は減少） 　 △19,205 △313,228 294,398

　16　未払金の増加額 　 16,303 379 1,906

　17　未払費用の増加額 　 282 164 596

　18　その他流動負債の増加額 　 680 2,750 2,228

　　　　小計 　 25,112 △309,899 34,079

　19　利息及び受取配当金の受取額 　 3 190 241

　20　利息の支払額 　 △119 △340 △3,217

　21　法人税等の支払額 　 △22,487 △9,454 △34,180

　　　営業活動による

　　　キャッシュ・フロー
　 2,508 △319,504 △3,076

Ⅱ　投資活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　１　有形固定資産の取得による支出 　 △20,836 ― △7,420

　２　保険積立金の積立による支出 　 △358 △358 △1,434

　３　投資有価証券の取得による支出 　 ― ― △12,000

　４  長期前払費用の支払による支出 　 ― △13,927 ―

　５　役員に対する短期貸付けによる　

　

　　　支出

　 ― △3,000 △30,000

　６　役員に対する短期貸付金の回収

　　　による収入
　 ― ― 15,000

　７　その他 　 △780 △5 △1,329

　　　投資活動による

　　　キャッシュ・フロー
　 △21,975 △17,290 △37,183
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　 　 前第1四半期会計期間 当第1四半期会計期間

前事業年度の

要約キャッシュ・

フロー計算書

　 　
(自　平成18年6月 1日 

 至　平成18年8月31日)

(自　平成19年6月 1日 

 至　平成19年8月31日)

(自　平成18年6月 1日 

 至　平成19年5月31日)

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅲ　財務活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　１　短期借入れによる収入 　 ― 180,000 177,000

　２　短期借入金の返済による

　　　支出
　 ― △100,000 △120,000

　３　長期借入れによる収入 　 ― 80,000 130,000

　４　長期借入金の返済による

　　　支出
　 △2,001 △7,011 △79,674

　５　社債の発行による収入 　 ― 98,090 ―

　　　財務活動による

　　　キャッシュ・フロー
　 △2,001 251,079 107,326

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る

　　換算差額
　 950 3,168 1,213

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額

　　（△は減少）
　 △20,517 △82,547 68,278

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 　 79,364 147,643 79,364

Ⅶ　現金及び現金同等物の

　　四半期末(期末)残高
※1 58,846 65,095 147,643
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(5) 注記事項

四半期財務諸表作成の基本となる重要な事項

　

　
前第1四半期会計期間

(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

 1.資産の評価基準
及び評価方法

　

(1)　　　　 ―
　
　
　
　
　

(2) デリバティブ

　 時価法によっております。

　

(3) たな卸資産
　① 原材料
　　 移動平均法に基づく原
   価法によっております。

　
  ② 未成工事支出金
　　 個別法による原価法に
   よっております。

　
  ③      　―

(1) 有価証券

　　 その他有価証券

　　　時価のないもの

  移動平均法に基づく原価

によっております。

　
(2) デリバティブ

同左

　
(3) たな卸資産
　① 原材料

同左　
　
　
  ② 未成工事支出金

同左
　
　
  ③ 販売用不動産

　個別法による原価法によっ

ております。

　

(1) 有価証券
同左

　
　
　

　
(2) デリバティブ

同左

　

(3) たな卸資産
　① 原材料
　　 　　　 同左

　
　
  ② 未成工事支出金

同左
　
　
  ③ 販売用不動産

同左

２.固定資産の減価
償却方法

　

　
　

(1) 有形固定資産
　定率法によっておりま
す。
  ただし、平成10年4月1
日以降に取得した建物につ
いては、定額法を採用して
おります。

(1) 有形固定資産
同左

　
　
　
　

(1) 有形固定資産
同左

　
　
　
　

　 　なお、主な耐用年数は以
下のとおりであります。
　　 構築物　　　　　10年
　　 機械装置　　７～10年
　　 車輛運搬具　２～５年
　　 器具備品　　２～20年
　

　なお、主な耐用年数は以
下のとおりであります。
　　 構築物　　　　　10年
　　 機械装置　　７～10年
　　 車輛運搬具　２～５年
　　 器具備品　　２～20年
　

　なお、主な耐用年数は以
下のとおりであります。
　　 構築物　　　　　10年
　　 機械装置　　７～10年
　　 車輛運搬具　２～５年
　　 器具備品　　２～20年
　

　
　
　
　

(2) ソフトウェア

　社内における利用可能期

間(５年)に基づき定額法に

よっております。
　
(3) 長期前払費用

　 定額法によっております。

　

(2) ソフトウェア
同左

　
　
　
(3) 長期前払費用

同左

(2) ソフトウェア
同左

　
　
　
(3) 長期前払費用

同左
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前第1四半期会計期間

(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

３.引当金の計上基準
　

 貸倒引当金
　債権の貸倒れに備えるた
め、一般債権については、
貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権につい
ては個別の回収可能性を勘
　案して回収不能見込額を
計上しております。

　

貸倒引当金

　　　　 同左

貸倒引当金

　　　　　同左

４.外貨建の資産及
び負債の本邦通
貨への換算基準

　

　外貨建金銭債権債務は、
第１四半期末決算日の直物
為替相場により円貨に換算
し、換算差額は損益として
処理しております。

　

同左
　

　外貨建金銭債権債務は、
決算日の直物為替相場によ
り円貨に換算し、換算差額
は損益として処理しており
ます。

　

５.リース取引の処
理方法

　リース物件の所有権が借
主に移転すると認められる
もの以外のファイナンス・
リース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法
に準じた会計処理によって
おります。

同左

　　

　　　

      
　
　

　

　
　

同左

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

６.四半期キャッシ
ュ・フロー計算
書 （ キ ャ ッ シ
ュ・フロー計算
書）における資
金の範囲

　

　手許現金、随時引き出し
可能な預金及び容易に換金
可能であり、かつ、価値の
変動について僅少なリスク
しか負わない取得日から3
ヶ月以内に償還期限の到来
する短期投資からなってお
ります。

同左
　

同左

　

７.その他四半期財
務諸表（財務諸
表）作成のため
の基本となる重
要な事項

　消費税等の会計処理
　税抜方式によっておりま
す。
　

　消費税等の会計処理
　　　　　  同左
　

消費税等の会計処理

　　　　　  同左
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会計処理の変更

　

前第1四半期会計期間
(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

― ― (固定資産の減価償却方法の変更）

   平成19年度の法人税法の改正（所

得税法等の一部を改正する法律　平

成19年3月30日　法律第6号）及び

（法人税法施行令の一部を改正する

政令　平成19年3月30日政令第83号）

に伴い、平成19年4月1日以降に所得

したものについては、改正後の法人

税法に基づく方法に変更しておりま

す。

　この変更に伴う損益の影響はあり

ません。
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注記事項

(四半期貸借対照表関係)

　
前第1四半期会計期間末
(平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間末
(平成19年8月31日)

前事業年度末
(平成19年5月31日)

※1 有形固定資産の減価償却累計額

　                    12,930千円

　

※1 有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　           12,262千円

　

※1 有形固定資産の減価償却累計額

　　　                11,551千円

　

※2 担保資産及び担保付債務

　　担保に供している資産は次のと

　おりであります。

  (イ）担保に供している資産

　　　 土地　　　85,913千円

　(ロ) 上記に対する債務

　　　1年以内返済予定長期借入金

　　　　　　　　 70,000千円

　

※2 担保資産及び担保付債務

　　担保に供している資産は次のと

　おりであります。

  (イ）担保に供している資産

　　　 定期預金　　　15,009千円

　(ロ) 上記に対する債務

　　　1年以内返済予定長期借入金

　　　　　　　　 　　 8,750千円

　　　長期借入金　　 61,250千円

　

※2 担保資産及び担保付債務

　　担保に供している資産は次のと

　おりであります。

  (イ）担保に供している資産

　　　 定期預金　　　15,009千円

　(ロ) 上記に対する債務

　　　1年以内返済予定長期借入金

　　　　　　　　 　　 4,375千円

      長期借入金　　 65,625千円

　

※3　　　　　―

　

※3　　　　　―

　

※3　前事業年度に保有していた有　

　 形固定資産のうち、土地84,083

   千円、建設仮勘定5,485千円を販

   売用不動産へ所有目的の変更に

   伴い、それぞれ振り替えており

   ます。

　

 ※4 消費税等の取り扱い
　　仮受消費税等と仮払消費税等は
　相殺のうえ金額的重要性が乏しい
　ため、流動負債の「その他」に含
　めて表示しております。

 ※4 消費税等の取り扱い
　　　　　　　同左

　　　　　　　　―
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(四半期損益計算書関係)

　

前第1四半期会計期間
(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

 ※1 営業外収益の主要な項目

　　 デリバティブ評価益 7,628千円

　　 為替差益　　　　　 2,425千円

 ※1 営業外収益の主要な項目

　　 為替差益　　　　　4,353千円

　

 ※1 営業外収益の主要な項目

　　 デリバティブ評価益  9,238千円

　　 為替差益　　　　　 13,289千円

　

※2 営業外費用の主要な項目

　　支払利息　　　451千円

　※2 営業外費用の主要な項目

    　デリバティブ評価損 5,777千円

　　　支払利息　　　　　 1,724千円

　　  社債発行費　　　   1,909千円

※2 営業外費用の主要な項目

　　支払利息　　　3,830千円

　

※3　　　　　　―  ※3 特別利益

　　 補償金収入　　　  　3,476千円

※3　　　　　―

※4 特別損失

　　固定資産除却損　390千円

※4 　　　　　―

　　

　

※4 特別損失

　　固定資産除却損　533千円

　

5　減価償却実施額

　 有形固定資産　　899千円

　 無形固定資産　　 10千円

5　減価償却実施額

　 有形固定資産　　710千円

　 無形固定資産　　 10千円

　

5　減価償却実施額

　 有形固定資産　　4,660千円

　 無形固定資産　　 　40千円
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(四半期株主資本等変動計算書関係)
　
前第１四半期会計期間(自　平成18年6月1日　至　平成18年8月31日)

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

発行済株式数 　 　 　 　

　　普通株式 5,245 ― ― 5,245

　　　合計 5,245 ― ― 5,245

　
２．新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

　

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

当第１四半期会計期間(自　平成19年6月1日　至　平成19年8月31日)

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

発行済株式数 　 　 　 　

　　普通株式 5,245 ― ― 5,245

　　　合計 5,245 ― ― 5,245

　

２．新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

　

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

前事業年度末(自　平成18年6月1日　至　平成19年5月31日)

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

発行済株式数 　 　 　 　

　　 普通株式 5,245 ― ― 5,245

合計 5,245 ― ― 5,245
　

　

　
２．新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

　
３．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期会計期間

(自　平成18年６月１日
至　平成18年８月31日)

当第１四半期会計期間
(自　平成19年６月１日
至　平成19年８月31日)

当事業年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高　

　　 と貸借対照表に掲記されている

     科目の金額との関係

(平成18年８月31日現在)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高

　　 と貸借対照表に掲記されている　

　　 科目の金額との関係

(平成19年８月31日現在)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高

　　 と貸借対照表に掲記されている

     科目の金額との関係

(平成19年５月31日現在)

現金及び預金勘定 73,846千円

定期預金 △15,000千円

現金及び現金同等物 58,846千円

　

２　　　　　　　―

　

現金及び預金勘定 80,105千円

定期預金 △15,009千円

現金及び現金同等物 65,095千円

　

２　　　　　　　―

　

現金及び預金勘定 162,652千円

定期預金 △15,009千円

現金及び現金同等物 147,643千円

　

２　重要な非資金取引の内容

　　有形固定資産から

　　たな卸資産へ　　89,568千円　

　　の振替額

　　なお、当事業年度の支払額に関

　　しては営業活動によるキャッシ

　　ュ・フローに含めております。
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(リース取引関係)

　
　

前第１四半期会計期間
(自　平成18年６月１日
至　平成18年８月31日)

当第１四半期会計期間
(自　平成19年６月１日
至　平成19年８月31日)

前事業年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

１．リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファイ

ナンス・リース取引

　

１．リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファイ

ナンス・リース取引

１．リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファイ

ナンス・リース取引

　 　 　

(1) リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び第１四半期末残高

相当額

　
取得価額

相当額

（千円）

減価償却

累計額相

当額

（千円）

期末残高

相当額

（千円）

車両運

搬具
11,181 2,124 9,056

　

(1) リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び第１四半期末残高

相当額

　
取得価額

相当額

（千円）

減価償却

累計額相

当額

（千円）

期末残高

相当額

（千円）

車両運

搬具
11,998 4,172 7,826

(1) リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び期末残高相当額

　

　
取得価額

相当額

（千円）

減価償却

累計額相

当額

（千円）

期末残高

相当額

（千円）

車両運

搬具
11,565 3,648 7,916

　 　 　

(2) 未経過リース料第１四半期末残高

相当額等未経過リース料第１四半

期末残高相当額

1年以内 1,973千円

1 年 超 7,153千円

合　 計 9,126千円

　

(2) 未経過リース料第１四半期末残高

相当額等未経過リース料第１四半

期末残高相当額

1年以内 2,076千円

1 年 超 5,852千円

合　 計 7,928千円

(2) 未経過リース料期末残高相当額等

　　未経過リース料期末残高相当額

1年以内 2,045千円

1 年 超 5,968千円

合　 計 8,014千円

　 　 　

(3) 支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額及

び支払利息相当額及び減損損失

　　支払リース料 579千円

　　減価償却費相当額 1,092千円

　　支払利息相当額 54千円

　

(3) 支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額及

び支払利息相当額及び減損損失

　　支払リース料 651千円

　　減価償却費相当額 583千円

　　支払利息相当額 45千円

(3) 支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額及

び支払利息相当額及び減損損失

　　支払リース料 2,347千円

　　減価償却費相当額 2,084千円

　　支払利息相当額 202千円

　 　 　

(4) 減価償却費相当額の算定方法

　　リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法によっており

ます。

　

(4) 減価償却費相当額の算定方法

同左

(4) 減価償却費相当額の算定方法

同左

(5) 利息相当額の算定方法

　　リース料総額とリース物件の取得

価額相当額との差額を利息相当額と

し、各期への配分方法については、

利息法によっております。

　

(5) 利息相当額の算定方法

   同左　　
(5) 利息相当額の算定方法

同左

　 　 　

（減損損失について）

　　　リース資産に配分された減損損

失はありません。

　

（減損損失について）

  同左　

（減損損失について）

同左
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２．オペレーティング・リース取引

　

２．オペレーティング・リース取引

　

２．オペレーティング・リース取引

　

1年以内 573千円

1 年 超 48千円

合　 計 622千円

　

1年以内 775千円

1 年 超 588千円

合　 計 1,364千円

　

1年以内 184千円

1 年 超 －千円

合　 計 184千円
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(有価証券関係)

　
　

前第１四半期会計期間
（平成18年８月31日)

当第１四半期会計期間
（平成19年８月31日)

前事業年度
（平成19年５月31日)

　当社は有価証券を保有しておりませ
んので、該当事項はありません。
　

　時価評価されていない主な有価証券

の内容

　
　 貸借対照表計上額

その他有価証券
12,000千円

　　非上場株式
　

　時価評価されていない主な有価証券

の内容

　
　 貸借対照表計上額

その他有価証券
12,000千円

　　非上場株式
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(デリバティブ取引関係)

前第１四半期会計期間末（平成18年8月31日）

通貨関連

区分 取引の種類 想定元本相当額 契約額等
時価

（千円）
評価損益
（千円）

市場取引以外の
取引

通貨スワップ取引
　英ポンド（受取）
　日本円　（支払）

8,000千ポンド
1,588,800千円

720千ポンド
136,785千円

16,867 16,867

（注）1. 通貨スワップの時価は金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

　　　　2. ヘッジ会計が適用されておりますデリバティブ取引はありません。

　　　　3. 評価益16,867千円はデリバティブ債権であり、流動資産「その他」に含めて計上しており

　　　　　 ます。

　

当第１四半期会計期間末（平成19年8月31日）

　通貨関連

区分 取引の種類 想定元本相当額 契約額等
時価

（千円）
評価損益
（千円）

市場取引以外の
取引

通貨スワップ取引
　英ポンド（受取）
　日本円　（支払）

8,000千ポンド
1,588,800千円

360千ポンド
68,392千円

13,254 △5,777

（注）1. 通貨スワップの時価は金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

        2. ヘッジ会計が適用されておりますデリバティブ取引はありません。

　　　　3. 評価損益△5,777千円はデリバティブ債権であり、流動資産「その他」に含めて計上して　

　　　　　 おります。

　

前事業年度（平成19年5月31日）

　通貨関連

区分 取引の種類 想定元本相当額 契約額等
時価

（千円）
評価損益
（千円）

市場取引以外の
取引

通貨スワップ取引
　英ポンド（受取）
　日本円　（支払）

8,000千ポンド
1,588,800千円

450千ポンド
85,491千円

19,031 9,792

　（注）1. 通貨スワップの時価は金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

　　　　2. ヘッジ会計が適用されておりますデリバティブ取引はありません。
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(ストック・オプション等関係)

　
前第1四半期会計期間
(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

　該当事項はありません。 同左 同左

　

(持分法損益等)

　

前第1四半期会計期間
(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

　当社は関連会社が存在しないため記

載しておりません。
同左 同左
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(１株当たり情報)

　

前第1四半期会計期間
(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

１株当たり純資産額 43,495円32銭 １株当たり純資産額 44,629円36銭 １株当たり純資産額 46,833円63銭

１株当たり
第１四半期純利益

2,110円26銭
１株当たり
第１四半期純利益

△2,204円26銭

　

１株当たり当期純利益 5,448円57銭

潜在株式調整後
１株当たり
第１四半期純利益

2,099円45銭

　

潜在株式調整後１株当たり第１四半
期純利益については、潜在株式は存
在するものの１株当たり四半期純損
失が計上されているため、記載して
おりません。
　

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

5,420円66銭

　

(注)1. １株当たり第１四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり第１四半期(当期)純利益の算定上の基礎

　 前第1四半期会計期間 当第1四半期会計期間 前事業年度

第１四半期（当期）純利益金額（千
円）

11,068 △11,561 28,577

普通株式に係る第１四半期（当期）
純利益金額（千円）

11,068 △11,561 28,577

普通株主に帰属しない金額
（千円）

― ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 5,245 5,245 5,245

潜在株式調整後1株当たり第1四半
期（当期）純利益金額

　 　 　

　 第１四半期（当期）純利益調整
   額（千円）

― ― ―

　普通株式増加数（株）
　　　　　　　27

（うち新株予約権27）
―

　　　　　　　27
（うち新株予約権27）

希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後1株当たり第1四半期（当
期）純利益の算定に含まれなかった
潜在株式の概要

新株予約権1種類
（新株予約権の目的
となる株式の数250
株）

新株予約権2種類
（新株予約権の目的
となる株式の数280
株）

新株予約権1種類
（新株予約権の目的
となる株式の数250
株）

　

　　2. １株当たり純資産額の算定上の基礎　

　 前第1四半期会計期間 当第1四半期会計期間 前事業年度

純資産の部の合計金額（千円） 228,132 234,081 245,642

純資産の部の合計額から控除する金
額（千円）

― ― ―

普通株主に係る第１四半期末（期
末）の純資産額（千円）

228,132 234,081 245,642

普通株式の発行済株式数（株） 5,245 5,245 5,245

1株当たり純資産額の算定に用いら
れた第１四半期末（期末）の普通株
式の数（株）

5,245 5,245 5,245
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(重要な後発事象)

前第1四半期会計期間
(自　平成18年6月 1日
至　平成18年8月31日)

当第1四半期会計期間
(自　平成19年6月 1日
至　平成19年8月31日)

前事業年度
(自　平成18年6月 1日
至　平成19年5月31日)

該当事項はありません。 同左 １.当社は、平成19年7月13日開催の

取締役会において以下の内容を決

議し、実行致しました。

　
　借入金総額　160,000千円
（１）短期借入金
　 ① 借入金額　80,000千円
　 ② 借入実行日
　　　　平成19年7月13日
　 ③ 最終弁済期限
　　　　平成20年5月30日
　 ④ 元金の返済方法
　　　　一括返済
　 ⑤ 金利　2.375％
　 ⑥ 借入金融機関
　　　　　株式会社三井住友銀行
　 ⑦ 資金の使途　短期運転資金
　 ⑧ 担保提供資産　無担保
（２）長期借入金
　 ① 借入金額　80,000千円
　 ② 借入実行日
　　　　平成19年7月13日
　 ③ 最終弁済期限
　　　　平成22年6月30日
　 ④ 元金の返済方法

平成19年11月30日から平成22年
6月30日まで毎月2,500千円の返
済

     ⑤ 金利　
　　　短期プライムレート+1.00
　 ⑥ 借入金融機関
　　　　　株式会社三井住友銀行
　 ⑦ 資金の使途　長期運転資金
　 ⑧ 担保提供資産　無担保
　
２.当社は、平成19年7月31日開催の取

締役会において以下の無担保社債

に決議し、平成19年8月17日に発行

致しました。

　1. 社債の名称
　株式会社エムビーエス第２回無担
　保社債（株式会社広島銀行・山口
　県信用保証協会付、分割譲渡制限
　特約付）

　2. 発行額　金100,000千円
　3. 利率　2.01％
　4. 発行価額　100円につき金100円
　5. 償還価額　100円につき金100円
　6. 償還方法及び期限
　　　 期限5年。期日一括償還
　7. 発行日　平成19年8月17日
　8. 資金使途　運転資金
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